
要配慮者利用施設の
避難確保計画について

福岡県 県土整備部
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◇気候変動の影響により気象災害が激甚化・頻発化

出展 ： 国土交通省 流域治水プロジェクト2.0

1

近年の豪雨

〇福岡県では、全国で最多となる６回の「大

雨特別警報」が発表され、県内の雨量観

測所では、毎年のように過去最大雨量が

観測されている。

〇国土交通省の試算では、気温が２℃上昇

すると、洪水発生頻度が約２倍になる結果
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◇避難確保計画の作成と訓練実施の義務（水防法）

・市町村長の助言・勧告制度の創設
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◇避難確保計画の作成と訓練実施の義務（土砂災害防止法）
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◇都道府県別 避難確保計画作成状況及び訓練実施数 出展 ： 国土交通省HP

福岡県作成率
７６．８％
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◇防災情報の広報（ふくおか県政出前講座）

防災に係る福岡県の取組について、県職員からご説明します。

テーマメニュー【防災・減災、県土強靭化】

オンライン時間内容テーマ番号

可60分

河川法の目的とする治水、利水、
環境に配慮した川づくりの話のほ
か、防災や住民との協働などの取
組について説明します。

かわとひと
との関わり

3-7

利用にあたっての留意事項

○利用できる方は？

→概ね20人以上の県民の皆様が参加する集会等

（例：公民館や社会福祉協議会、学校など）

○料金は？

→講師派遣の費用は無料（交通費・謝礼等は不要）

会場は申込者で手配してください。

※会場使用料など集会の実施に要する経費は、申込者の負

担となります

○申し込み方法は？

→希望日の1ヶ月前までにお申し込みください。

（細部は右記QRコードからご確認ください）
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